
目
次

一
は
じ
め
に

二
検
討

１
労
働
者
１
貸
主
間

２
，
労
働
者
Ｉ
借
主
間

３
貸
主
Ｉ
借
主
間

三
お
わ
り
に

ド
イ
ツ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
（
【
・
日
の
目
）
に

お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
の
法
理
に
関
す

る
基
礎
的
考
察

’
三
簔
者
間
の
法
律
関
係
の
解
明
に
む
け
て
Ｉ

雨
…
鍛
一

中
内

哲

１
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

⑪
わ
が
国
の
企
業
は
、
し
ば
し
ば
企
業
間
人
事
異
動
措
置
た
る

「
幽
犀
」
を
活
用
す
る
が
、
当
該
人
事
措
置
の
実
態
は
、
企
業
ご
と
に

多
種
多
様
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
意
的
に
定
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
考

（
２
）

、
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
出
向
に
関
す
る
近
時
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
以

下
の
二
点
が
そ
の
特
徴
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
第
一
に
、
出

（
３
）

向
先
の
大
部
分
は
、
出
向
元
の
子
会
社
か
関
連
ヘ
エ
社
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

出
向
は
、
い
わ
ゆ
る
「
企
業
グ
ル
ー
プ
」
内
で
行
わ
れ
て
い
る
。
第
二

に
、
出
向
は
、
そ
の
期
間
が
定
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
一
定
期

（
４
）

間
を
経
過
す
る
と
終
了
す
る
。
す
な
わ
ち
、
出
向
労
働
者
は
、
出
向
一
元

に
い
ず
れ
復
帰
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
出
向
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
出
向
労
働

者
・
出
向
元
・
出
向
先
の
三
当
事
者
間
の
関
係
（
以
下
、
出
向
関
係
）

は
、
当
事
者
の
約
束
如
何
、
す
な
わ
ち
私
法
上
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て

規
整
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
多
数
学
説
お
よ
び
行
政
解
釈
に
よ
れ
ば
、

（
５
）

労
働
者
派
避
法
は
出
向
関
係
に
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

学
説
・
判
例
は
、
か
か
る
出
向
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
議
論
し

て
き
た
が
、
そ
の
関
心
は
専
ら
「
出
向
命
令
権
の
法
的
根
拠
」
つ
ま
り

「
い
か
な
る
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
出
向
が
法
的
に
許
容
さ
れ
る
か
」

に
向
け
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
実
際
に
出
向
が
実

は
じ
め
に
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存
す
る
。

施
さ
れ
た
結
果
と
し
て
生
じ
る
出
向
関
係
を
法
的
に
い
か
に
評
価
す
べ（６）

き
か
、
と
い
う
》
珈
点
は
、
十
分
に
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

②
他
方
、
ド
イ
ツ
に
は
、
株
式
法
（
鈩
宍
画
の
ロ
、
冊
の
甘
》
シ
【
Ｓ
）
’
八

条
に
そ
の
根
拠
を
有
す
る
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
負
・
日
の
目
）
」
と
呼
ば
れ

る
企
業
集
団
が
存
在
頷
巫
。
同
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
所
属
す
る
企
業
た
る
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
」
間
の

関
係
、
と
り
わ
け
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
親
会
社
（
【
・
目
の
日
・
す
の
伺
冊
の
ニ
ー

の、冨吊（）と子会社（目。◎耳の田の巫里］、、冨帛（）とのそれは、経営
上
か
な
り
密
接
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
内
部
で
は
、
あ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企

業
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
が
当
該
企
業
の
枠
を
越
え
て
、
同
一
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
に
所
属
す
る
他
の
企
業
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
配
置
先
た
る
企
業

（
以
下
、
配
置
先
企
業
）
の
指
揮
命
令
の
下
で
就
労
す
る
、
と
い
う
こ

と
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
と
の
表
現
を
用
い
る
際
に
は
、
か
か
る

実
務
上
の
人
事
措
置
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
の
一
つ

に
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
親
会
社
が
子
会
社
を
設
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、

自
ら
が
雇
用
す
る
労
働
者
を
当
該
子
会
社
へ
配
置
す
る
場
合
を
挙
げ
る

（
９
）

こ
と
が
で
き
る
。
．
な
お
、
こ
う
し
た
人
事
異
動
の
対
象
と
な
る
労
働
者

は
、
「
幹
部
職
員
（
ぬ
の
声
Ｃ
ｐ
ｍ
ｐ
の
シ
百
ｍ
の
の
汀
］
］
芹
の
）
」
で
あ
る
と
の
指
摘
が

（
、
）

で
は
、

適
用
除
外
の
一
要
件
と
し
て
、
配

コンツェルン企業に雇用される労働者は、労働契約が「｜時的（く○島すの》關諦の己）

上
い
か
な
る
手
続
き
を
経
て
同
一
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
他
の
企
業
に
配
置

さ
れ
る
の
か
。
①
使
用
者
た
る
企
業
（
以
下
、
使
用
者
企
業
）
と
労
働

者
と
の
労
働
契
約
関
係
が
解
消
さ
れ
る
と
同
時
に
、
当
該
労
働
者
と
配

置
先
企
業
が
新
た
に
労
働
契
約
を
締
結
す
る
。
②
使
用
者
企
業
と
労
働

者
と
の
労
働
契
約
関
係
は
「
休
止
角
巳
昏
〕
）
」
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、

当
該
労
働
者
と
配
置
先
企
業
が
新
た
な
労
働
契
約
を
締
結
す
る
。
③
使

用
者
企
業
と
労
働
者
と
の
労
働
契
約
関
係
は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
、
当
該

労
働
者
が
配
置
先
企
業
で
就
労
す
る
。
》
こ
の
時
、
当
該
労
働
者
と
配
置

先
企
業
は
、
明
示
的
に
労
働
契
約
を
締
結
し
な
い
。
以
上
の
三
つ
の
方

法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
実
務
上
は
③
が
専
ら
で
あ
る
旨
言
及
さ
れ
て

（
ｕ
）

い
る
。
・

殉
』
：

ま
た
、
「
コ
ン
ッ
ェ
ル
’
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
登
場
す
る
、

労
働
者
・
使
用
者
企
業
・
》
，
配
置
先
企
業
の
三
当
事
者
間
の
法
律
関
係
に

対
す
る
労
働
者
派
遣
法
（
洋
『
ず
の
一
目
９
日
の
昌
丘
の
Ｈ
］
四
の
の
§
ぬ
の
、
の
叩
の
薗

少
ｄ
ｏ
）
の
適
用
如
何
を
確
認
す
れ
ば
へ
同
法
は
、
当
該
三
当
事
者
間
の

関
係
に
適
用
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
へ
同
法
第
一
款
〈
曾
武
丙
の
］
。
ご
一

条
三
項
二
号
が
Ｐ
そ
の
適
用
を
除
外
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
か
ら
で

（
吃
）

あ
る
Ｐ
し
た
が
っ
て
へ
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」

の
三
当
事
者
間
の
法
律
関
係
は
、
私
法
上
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て
規
整

さ
れ
る
ご
ど
に
な
る
ｐ
さ
ら
に
、
同
法
第
一
款
一
条
三
項
一
一
号
は
そ
の

配
置
先
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
就
労
．

」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、

．
『
２
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就
労
期
間
が
時
間
的
に
短
い
こ
と
で
は
な
く
、
当
該
労
働
者
の
配
置
先

企
業
に
お
け
る
就
労
が
「
銭
癩
的
で
は
な
い
（
ヨ
ロ
茸
の
己
巴
］
言
、
）
」
こ

と
を
指
す
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
同
法
の
い
う
「
｜

時
的
」
と
は
、
当
該
労
働
者
の
使
用
者
企
業
へ
の
復
帰
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

③
右
、
⑩
②
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
出
向
関
係
と
、
「
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
登
場
す
る
三
当
事
者
間

の
関
係
と
は
、
第
一
に
、
労
働
者
の
移
動
が
経
営
上
一
定
の
結
び
つ
き

を
有
す
る
企
業
間
で
行
わ
れ
て
い
る
、
第
二
に
、
労
働
者
送
出
企
業
へ

の
労
働
者
の
復
帰
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
第
三
に
、
三
当
事
者
間
の
関

係
が
私
法
上
の
一
般
原
則
に
よ
っ
て
規
整
さ
れ
る
、
以
上
の
三
点
に
お

い
て
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
者
は
、
労
働
者
の
移
動
に
際

す
る
契
約
上
の
手
続
き
に
お
い
て
も
、
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
共
通
点
や
類
似
点
に
基
づ
く
と
、
右
人
事
異
動
に
関
し
て
秋

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
譲
論
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
十

分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
出
向
関
係
に
登
場
す
る
三
当
事
者
間

の
法
律
関
係
」
如
何
を
今
後
検
討
す
る
に
際
し
て
の
一
つ
の
契
機
あ
る

い
は
参
考
と
し
て
、
考
慰
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
か
か
る
問
題
意
職
に
基
づ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
「
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
登
場
す
る
労
働
者
・
使
用
者
企

業
た
る
貸
主
（
ぐ
円
一
の
夢
の
『
Ｃ
□
の
『
ぐ
の
ュ
の
一
目
ロ
〔
の
『
ロ
の
彦
曰
の
ロ
）
・
配
冠
先

企
業
た
る
借
主
（
向
昌
一
の
昏
曾
。
』
の
『
回
ロ
二
の
一
言
員
の
『
ロ
の
可
目
の
ロ
）
の
一
一
一
当

事
者
間
の
法
律
関
係
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
す
る
こ
と
を
、
そ
の
目
的

ど
す
る
＠

２
本
稿
の
射
程

本
稿
は
、
労
働
者
・
貸
主
・
借
主
の
三
当
事
者
間
に
存
在
す
る
様
々

な
法
律
関
係
の
中
で
も
、
私
法
上
の
そ
れ
に
検
討
対
象
を
限
定
す
る
。

こ
れ
は
、
労
働
契
約
上
の
主
た
る
権
利
・
義
務
で
あ
る
指
揮
命
令
権
限

（
ヨ
の
一
ｍ
目
、
の
ｌ
・
口
の
『
ｐ
Ｈ
の
冨
。
口
閂
の
。
宮
）
や
賃
金
支
払
義
務
〈
Ｐ
・
目
‐

８
匡
目
鴇
已
目
｛
）
、
あ
る
い
は
、
そ
の
付
随
的
義
務
た
る
配
慮
義
務

（
司
胃
の
◎
日
①
耳
］
『
９
〔
）
や
忠
実
義
務
（
『
吊
巨
８
日
、
耳
）
が
、
三
当
事

者
が
登
場
す
る
法
律
関
係
に
お
い
て
い
か
に
分
担
さ
れ
る
か
、
に
箪
者

の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
公
務
員
関
係
法
の
ほ
か
、
事
業
所
組
織
法

（
国
の
Ｈ
ｇ
、
ぐ
の
『
勧
冊
日
后
闘
冊
の
百
）
や
労
使
関
係
法
に
関
す
る
問
題
を

取
り
上
げ
な
い
。

二
検
討

本
稿
は
、
労
働
者
・
貸
主
・
借
主
の
三
当
事
者
間
の
私
法
上
の
法
律

関
係
の
識
論
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
該
関
係
を
１
労
働
者
－
貸

主
間
、
２
労
働
者
ｌ
借
主
間
、
３
貸
主
ｌ
借
主
間
の
三
つ
に
分
け
、
こ

れ
ら
を
順
次
考
察
す
る
。

１
労
働
者
ｌ
貸
主
間

仙
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
留
保
」
条
項
つ
【
・
目
の
曰
く
・
『
ず
呂
四
岸
冨
巴
目
過
）
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こ
の
両
者
間
の
法
律
関
係
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
ま
ず
取
り
上
げ

ら
れ
る
べ
き
は
、
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
留
保
」
条
項
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

使
用
者
企
業
た
る
貸
主
は
当
該
条
項
を
根
拠
に
、
自
ら
が
雇
用
す
る
労

働
者
を
他
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
に
配
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
学

（
Ｍ
）

説
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
留
保
」
条
項
と
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
内

容
を
有
す
る
の
か
。
こ
こ
に
、
’
九
九
○
年
頃
の
ド
イ
ツ
Ⅱ
ル
フ
ト
ハ

ン
ザ
株
式
会
社
（
□
２
戸
円
冒
巨
塵
口
目
口
少
の
）
の
そ
れ
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
詮
襲
・

『
０
Ｂ
０
８
０
０
０
Ｉ
０
０
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｄ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
■
■
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｕ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
Ｃ

－
労
働
契
約
第
一
二
項

一
「
ド
イ
ツ
Ⅱ
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
株
式
会
社
は
事
業
利
益
の
た
め
一

一
に
、
賦
貝
を
そ
の
能
力
に
応
じ
て
他
の
職
務
へ
配
極
す
る
権
利
一

一
を
留
保
す
る
。
か
か
る
留
保
は
、
第
一
項
記
戦
の
勤
務
地
と
は
一

一
異
な
る
他
の
勤
務
地
あ
る
い
は
当
社
の
子
会
社
へ
［
職
員
を
］
一

一
配
髄
す
る
権
利
に
も
拡
大
さ
れ
る
。
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
留
保
」
条
項
と
は
、
労
働
契
約
当

事
者
で
あ
る
貸
主
が
、
自
ら
の
企
業
内
の
み
な
ら
ず
、
同
一
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
に
属
す
る
他
の
企
業
へ
も
労
働
者
を
配
詮
で
き
る
旨
の
労
働
契
約

上
の
約
束
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
約
束
が
交
わ
さ
れ
る
所
以
は
お
そ

ら
く
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
内
で
労
働
者
を
移
動
さ
せ
る
際
の
手
続
き
に
お

い
て
、
専
ら
前
記
－
１
②
③
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
帰
蒲

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
判
例
も
、
か
か
る
約
束
を
有
効
な
も
の
と
解

（
随
）

し
て
い
る
。

当
該
条
項
に
基
づ
い
て
貸
主
が
取
得
す
る
権
限
に
つ
い
て
も
、
学

説
・
判
例
は
議
論
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
リ
ュ
１
ダ
ー
ス
Ｓ
の
『
且

（
Ⅳ
）

閃
邑
昏
の
『
の
）
ら
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
貸
主
に
よ
る
か
か
る
権
限

（
肥
）

の
行
使
は
、
民
法
一
二
一
五
条
の
「
契
約
の
一
方
当
事
者
に
よ
る
給
付
の

確
定
」
に
あ
た
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
法
的
妥
当
性
は
「
公
平
な
裁
量

（
昌
一
肩
８
回
『
曰
の
服
の
ご
）
」
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
、
と
。
こ
う

し
た
餓
論
は
、
わ
が
国
の
出
向
理
論
に
引
き
つ
け
て
考
え
れ
ば
、
「
出
向

命
令
権
の
法
的
根
拠
」
に
関
す
る
議
論
と
同
趣
旨
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
こ
れ
の
詳
細
な
紹
介
は
、
本
稿
の
射
程
か
ら
や
や
外
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
別
の
機
会
に
鰻
る
こ
と
に
し
た
い
。

②
労
働
契
約
上
の
権
利
義
務
関
係
如
何
，

ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
の
際
の
実
務
上
の

手
続
き
（
前
記
－
１
②
③
）
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
－
貸
主
間
の
労
働
契

約
関
係
は
、
労
働
者
が
借
主
の
下
で
就
労
す
る
間
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

駮巍郡挙柞鈩零遅や厨騨噸矯詐謝繊毛詑鑑蕾唾鑪薙韓鉛軒纈
付
舗
求
権
も
原
則
的
に
保
持
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
労
働
者
へ
の
「
復

帰
命
令
権
（
湧
９
円
目
目
、
日
の
目
〔
）
」
を
、
貸
主
が
有
す
る
当
骸
繭
求
権

．
（
卯
）

の
一
内
容
と
し
て
捉
蕊
え
る
見
解
が
あ
る
。
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ドイツのコンツェルン(Konzem)における企案間人率異励の法理に関する基鹿的考痢一中内

う
法
的
効
果
を
有
す
る
の
で
延
型
・
こ
れ
を
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け

２
労
働
者
Ｉ
借
主
間

労
働
者
と
借
主
と
の
関
係
は
、
借
主
が
労
働
者
に
指
揮
命
令
を
下
し
、
ろ
企
業
間
人
事
異
動
」
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
借
主
は
契
約
参
加
人
と
し

労
働
者
が
こ
れ
に
応
じ
て
労
務
を
給
付
す
る
と
い
う
、
一
見
す
れ
ば
労
て
、
貸
主
の
連
帯
債
権
者
兼
連
帯
債
務
者
と
な
る
。
こ
の
時
、
借
主
の

鋤
契
約
関
係
が
成
立
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
。

連
帯
俄
権
の
対
象
は
、
労
務
給
付
爾
求
権
あ
る
い
は
指
揮
命
令
権
限
で

⑩
労
働
契
約
関
係
の
成
否

あ
り
、
連
帯
便
務
の
対
象
は
、
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
支
払
義
務
と
配

ま
ず
、
か
か
る
外
観
が
表
れ
る
当
骸
両
者
間
に
、
労
働
契
約
関
係
が
恵
義
務
で
あ
る
。

成
立
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

第
二
の
見
解
は
、
労
働
者
が
借
主
に
対
し
て
「
労
働
契
約
締
結
権

多
数
学
脱
は
、
労
働
者
－
借
主
間
の
労
働
契
約
関
係
の
成
立
を
否
定
（
】
温
『
シ
ヨ
ｍ
ｂ
２
９
ｍ
具
旦
の
ロ
ン
ワ
円
三
民
□
冊
少
忌
鼻
２
円
す
、
冊
）
」

（
皿
）

（
露
）

す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
当
該
両
者
が
明
一
不
的
に
労
働
契
約
を
締
結
し
て
を
行
使
し
得
る
旨
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
借
主
に
労
働
契
約
の
「
締
緒

い
な
い
こ
と
（
前
記
－
１
②
③
）
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
義
務
（
シ
ワ
門
巨
民
甚
一
、
宮
）
」
が
生
じ
る
と
の
主
張
と
同
旨
と
い
え
る
。

っ
て
、
こ
の
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
借
主
が
労
働
者
に
対
し
て
行
使
す
る
一
般
に
、
契
約
の
締
結
義
務
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
き
怨
謹
・
契
約
自

指
揮
命
令
権
限
の
法
的
根
拠
如
何
や
、
借
主
の
労
働
者
に
対
す
る
配
慮
由
の
一
内
容
と
し
て
、
契
約
締
結
の
自
由
が
存
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

義
務
あ
る
い
は
労
働
者
の
借
主
に
対
す
る
忠
実
義
務
が
発
生
す
る
か
否
通
常
、
契
約
の
締
結
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

か
が
、
さ
ら
な
る
法
的
問
題
と
し
て
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

法
律
が
明
文
を
も
っ
て
契
約
の
締
結
を
強
制
し
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、

右
の
多
数
説
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
主
張
を
な
す
三
つ
の
見
解
が
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
輸
送
や
電
力
の
供
給
）
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
が

存
す
る
。

市
場
に
お
い
て
独
占
的
地
位
に
あ
る
、
ま
た
は
強
い
影
響
力
を
有
す
る

第
一
の
見
解
は
、
借
主
が
労
働
者
と
貸
主
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
な
ど
、
「
特
段
の
事
悩
」
が
存
す
る
場
合
に
は
、
契
約
の
締
結
を
強
制
さ

る
盈
鋼
契
約
に
「
契
約
参
加
（
く
の
耳
日
用
す
凰
日
耳
）
）
」
し
て
い
る
旨
主
れ
る
事
態
が
生
じ
得
る
、
と
。

張
す
る
。
契
約
参
加
は
、
重
丑
的
な
「
契
約
引
受
（
ぐ
の
『
：
ぬ
い
ｇ
の
日
呂
‐
第
一
一
の
見
解
は
、
労
働
者
が
借
主
の
下
で
就
労
す
る
場
合
が
右
の
「
特

日
の
）
」
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
参
加
と
は
、
三
当
事
者
の
合
意
に
段
の
事
情
」
に
あ
た
る
と
解
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

曇
頸
い
て
、
契
約
参
加
人
が
、
従
来
の
契
約
の
一
方
当
事
者
の
連
帯
価
借
主
が
労
働
者
に
対
し
て
現
実
に
指
揮
命
令
権
を
行
使
し
て
い
る
事
実

権
者
か
つ
連
帯
憤
務
者
と
し
て
従
来
の
契
約
関
係
に
入
り
込
む
、
と
い
を
重
視
す
べ
き
こ
と
、
解
雇
制
限
法
（
冒
己
一
ｍ
目
、
脇
、
盲
目
的
＄
ｍ
Ｈ
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（
〃
》

【
⑪
、
彦
の
）
が
そ
の
一
条
で
、
六
カ
月
を
越
え
た
雇
用
関
係
を
解
消
す
る

に
際
し
て
「
社
会
的
正
当
性
」
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に

労
働
者
が
六
カ
月
を
越
え
て
借
主
の
下
で
就
労
す
る
場
合
に
は
、
労
働

関
係
の
重
点
が
す
で
に
貸
主
か
ら
借
主
へ
移
転
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
見
解
は
以
上
の
理
由
に
基
づ
き
、
労
働
者

が
六
カ
月
を
越
え
て
借
主
の
下
で
就
労
し
た
場
合
に
は
、
民
法
二
四

（
配
》

二
条
に
い
う
信
義
賊
実
を
法
的
根
拠
と
Ｉ
し
て
、
労
働
者
に
対
す
る
労
働

契
約
締
結
義
務
が
借
主
に
生
じ
る
、
と
す
る
。

第
三
の
見
解
は
、
労
働
者
が
労
働
契
約
上
の
使
用
者
で
あ
る
貸
主
の

下
で
就
労
す
る
可
能
性
を
失
っ
た
場
合
、
借
主
に
対
し
て
「
引
受
鏑
求

権
（
（
〕
す
の
目
呂
日
の
目
愚
日
、
ロ
）
」
を
行
使
し
得
る
旨
主
張
主
饗
。
こ
れ

は
労
働
者
に
対
す
る
借
主
の
「
労
務
受
領
義
務
」
が
生
じ
る
と
の
主

張
と
同
旨
と
い
え
る
。
確
か
に
、
通
常
の
労
働
契
約
当
事
者
間
で
は
、

使
用
者
の
「
労
務
受
領
義
務
」
あ
る
い
は
労
働
者
の
「
就
労
爾
求
権

（
釦
〉
．

（
国
の
輿
凹
屡
威
、
目
、
の
自
切
ご
日
ｏ
ゲ
）
」
が
問
題
に
な
り
得
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
多
数
説
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
見
解
も
、
借
主
と
労
働
者
と
の
間
に

労
働
契
約
関
係
が
存
す
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
労
働

契
約
上
の
義
務
で
あ
る
「
労
務
受
領
義
務
」
の
存
否
は
、
本
来
な
ら
ば

労
働
者
Ｉ
借
主
間
に
お
い
て
問
題
に
な
り
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
（
後
記
二
２
③
）
、
学
説
は
、
借
主
が
労
働
者

に
対
し
て
労
働
契
約
上
の
付
随
的
義
務
で
あ
る
配
慮
義
務
を
負
う
、
と

す
る
。
第
三
の
見
解
は
、
労
働
者
が
貸
主
の
下
で
就
労
す
る
可
能
性
を

失
っ
た
場
合
の
労
務
受
領
義
務
を
、
当
該
配
慮
義
務
の
一
内
容
と
し
て

捉
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
三
つ
の
見
解
の
主
張
の
内
容
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
も
、
多

数
説
と
同
様
、
労
働
者
と
借
主
と
の
間
に
労
働
契
約
関
係
が
当
然
に
生

じ
る
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
か
か
る
三
つ
の
見
解

は
、
当
該
両
者
間
に
労
働
契
約
関
係
は
成
立
し
な
い
と
す
る
多
数
鋭
の

解
釈
を
前
提
と
し
た
上
で
主
張
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

②
指
揮
命
令
権
限

前
記
二
２
⑪
の
多
数
学
説
に
従
っ
て
議
論
を
進
め
る
な
ら
ば
、
次
に
、

借
主
が
労
働
者
に
対
し
て
行
使
す
る
指
揮
命
令
権
限
の
法
的
根
拠
如
何

が
問
題
と
な
る
。
学
説
で
は
、
か
か
る
法
的
根
拠
に
関
し
て
、
三
つ
の

概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
第
一
は
、
貸
主
か
ら
借
主
へ
の
労
務
給
付
鯛
求
権
（
□
円
シ
早

の己巳略画昌島のシ忌巴厨一四ｍ目局）の「娘渡（（ご臼可四四旨、）」
（
犯
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
民
法
六
一
一
二
条
二
文
に
依
拠
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
民
法
一
一
一
二
座
饗
に
い
う
「
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約

（
□
の
『
く
の
同
月
曲
２
ｍ
目
、
圓
厚
旨
の
『
）
」
で
延
塞
。
こ
れ
を
「
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
あ
て
は
め
る
と
、
第
三
者

は
借
主
、
当
該
契
約
を
締
結
す
る
当
事
者
は
、
労
働
者
と
貸
主
に
な
る
。

第
三
は
、
貸
主
か
ら
借
主
へ
の
労
務
給
付
繭
求
権
あ
る
い
は
指
揮
命

令
権
の
行
使
（
シ
巨
呂
９
局
ｑ
Ｂ
ｐ
『
の
富
。
。
の
『
Ｒ
ロ
厨
）
の
「
授
権
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ドイツのコンツェルン(Konzem)における企HRBn人、凪助の法理に関する基砲的考察-中内
（
同
日
風
＆
陣
眉
ロ
、
）
」
で
延
孕
授
権
と
は
、
自
己
の
名
に
お
い
て
す

る
法
律
行
為
に
ょ
っ
攻
、
他
人
の
権
利
圏
内
に
干
渉
す
る
権
利
ま
た
は

権
能
、
と
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
授
権
老
た
る
貸
主
は
、
授
権
の

対
象
と
な
っ
た
労
務
給
付
繭
求
権
あ
る
い
は
指
揮
命
令
権
を
な
お
保
持

し
、
難
授
権
老
た
る
借
主
は
自
ら
の
名
に
お
い
て
、
そ
の
権
限
を
行
使

し
得
る
。
当
該
権
限
の
行
使
の
法
的
効
果
は
、
貸
主
に
帰
属
す
る
。

③
配
慮
義
務
・
忠
実
義
務

前
述
し
た
よ
う
に
（
二
２
冒
頭
）
、
労
働
者
と
借
主
と
の
関
係
は
、
一

見
、
労
働
契
約
関
係
が
成
立
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
。

こ
の
こ
と
を
理
由
に
、
借
主
や
労
働
者
は
、
労
働
契
約
上
の
付
随
的
義

務
で
あ
る
配
慰
義
務
あ
る
い
は
忠
実
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

逆
も
ま
た
問
題
と
な
る
。
学
鋭
は
、
原
則
的
に
当
該
両
者
間
に
労
働

契
約
関
係
は
成
立
し
な
い
と
解
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
結
論
と
し
て
、

借
主
に
は
労
働
者
に
対
す
る
配
慮
義
務
が
、
労
働
者
に
は
借
主
に
対
す

る
忠
実
義
務
が
生
じ
る
旨
述
べ
る
。
そ
れ
ら
の
義
務
が
生
じ
る
根
拠
た

る
三
つ
の
法
律
樺
成
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
労
務
給
付
請
求
権
あ
る
い
は
指
揮
命
令
権
を
行
使
す
る
（
さ

れ
る
）
以
上
、
両
者
は
当
然
に
そ
の
義
務
を
負
う
、
と
柵
成
誕
蕊
・

第
二
は
、
労
働
者
と
借
主
と
の
関
係
が
「
統
一
的
保
霞
関
係
（
の
旨

の
一
目
の
菖
Ｓ
Ｂ
ｍ
ｇ
員
旦
の
忌
堅
目
、
）
」
の
理
論
を
援
用
で
き
る
関
係
に

あ
た
る
、
と
櫛
成
魂
蕊
・
「
統
一
的
保
鐘
関
係
」
の
理
論
と
は
、
カ
ナ
ー

リ
ス
（
Ｑ
自
切
‐
ゴ
房
の
一
日
ｏ
ｇ
ｍ
１
の
）
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

（
㈹
》

司
○
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
「
契
約
締
結
上
の
過
失
」
理

叡
論
で
法
定
的
に
（
ぬ
の
、
の
区
一
，
二
）
認
め
ら
れ
る
保
霞
義
務
と
、
契
約
の
締

結
に
基
づ
い
て
囲
め
ら
れ
る
保
繊
義
務
は
、
連
続
的
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
保
砿
義
務
は
、
取
引
上
の
接
触
に
始

ま
っ
て
段
階
的
に
濃
密
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
成
立
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
事
実
上
の
関
係
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
信
頼
関
係
に
入
れ
ば
、

法
定
的
に
「
保
護
関
係
」
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
保
餓
関
係
に

基
づ
い
て
、
当
事
者
は
契
約
上
の
付
随
的
義
務
た
る
保
漣
義
務
を
負
う
、

シ
』
。こ
の
理
購
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
と
借
主
と
の
関
係
は
、
「
｜
定
の
信
頼

関
係
」
、
ひ
い
て
は
「
保
漣
関
係
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
両
者
の
関
係
は
、
｜
見
す
れ
ば
労
働
契
約
関
係
が
成
立
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
か
ら
で
あ
る
。
当
該
保
漣
関
係
を
根
拠
に
、

借
主
は
配
慰
義
務
を
、
労
働
者
は
忠
実
義
務
を
負
う
と
の
結
論
が
導
き

出
さ
れ
る
。

第
一
一
一
は
、
「
第
三
者
の
た
め
の
保
溌
効
を
伴
う
契
約
ｅ
の
円
く
①
『
【
『
ロ
、

且
〔
の
。
百
国
づ
身
百
口
、
旨
『
□
『
葺
の
）
」
が
締
結
さ
れ
て
い
る
、
と
榊
成

（
仙
）

す
る
。
ラ
ー
レ
ン
ッ
（
【
口
『
一
旧
凹
『
の
ロ
Ｎ
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
こ
の
契

約
は
、
第
三
者
の
た
め
の
契
約
か
ら
発
展
し
た
概
念
で
あ
り
、
い
ま
や

（
他
）

学
説
・
判
例
に
し
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
契
約
の
効
果
は
以
下

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
債
務
者
は
、
単
に
契
約
の
相
手
方
た
る
債
権

者
の
み
な
ら
ず
、
当
該
償
権
者
を
通
じ
て
自
ら
の
給
付
と
接
触
を
持
ち
、

4５



個別報告

か
つ
、
当
該
債
権
者
自
身
が
契
約
上
の
付
随
的
義
務
た
る
保
餓
義
務
や

配
慰
蕊
務
を
負
う
者
に
対
し
て
も
、
契
約
上
の
保
賎
義
務
違
反
に
つ
い

て
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
、
と
。

こ
れ
を
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
あ
て
は

め
る
と
、
人
事
異
動
に
関
す
る
労
働
者
と
貸
主
と
の
合
意
（
例
え
ば
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
留
保
条
項
）
、
お
よ
び
労
働
者
の
派
遮
に
関
す
る
貸
主
と

借
主
と
の
合
意
（
い
わ
ゆ
る
「
労
働
者
派
遮
契
約
（
し
忌
巴
自
ら
目
円
‐

与
日
］
凹
研
巨
呂
図
囚
可
囚
、
）
」
）
が
い
ず
れ
も
、
第
三
者
の
た
め
の
保
繊
効

を
伴
う
契
約
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
敷
桁
す
れ
ば
、
前
者
の
合
意

が
借
主
の
下
で
の
労
働
者
の
就
労
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
こ
と
と
、

当
該
合
意
の
当
事
者
た
る
貸
主
が
借
主
に
対
し
て
労
働
者
派
遣
契
約
に

基
づ
く
保
膜
義
務
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
借
主

に
対
す
る
忠
実
義
務
が
発
生
す
る
。
他
方
、
借
主
の
労
働
者
に
対
す
る

配
顧
義
務
は
、
後
者
の
合
意
た
る
労
働
者
派
避
契
約
の
対
象
が
労
働
者

で
あ
る
こ
と
と
、
当
該
派
週
契
約
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
貸
主
が
労
働

契
約
に
基
づ
い
て
労
働
者
に
配
慮
義
務
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

３
貸
主
ｌ
借
主
間

当
骸
両
者
間
に
は
、
貸
主
が
労
働
者
を
送
り
出
し
、
借
主
が
こ
れ
を

受
け
入
れ
る
旨
の
契
約
（
労
働
者
派
遣
契
約
）
が
必
ず
締
結
さ
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
説
・
判
例
は
、
か
か
る
契
約
あ

る
い
は
両
者
の
法
律
関
係
に
関
し
て
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
前

１
検
討
の
ま
と
め

⑩
学
説
は
、
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
登
場

す
る
三
当
事
者
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
前
提
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
指
揮
命
令
を
与
え
る
借
主
と
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
労
務
を
給
付
す
る
労
働
者
と
の
間
に
、
労
働
契
約
関
係

が
当
然
に
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
労
働
契
約
関
係

は
、
原
則
的
に
労
働
者
と
貸
主
と
の
間
に
の
み
存
在
す
る
、
と
。

学
脱
は
か
か
る
前
提
に
基
づ
い
て
、
前
記
二
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

民
法
上
の
概
念
や
理
論
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
当
事
者
間
に

お
け
る
労
働
契
約
上
の
権
利
義
務
関
係
を
法
的
に
根
拠
づ
け
る
べ
く
、

努
力
を
注
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

②
判
例
を
み
れ
ば
、
前
記
二
１
口
の
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
留
保
」
条
項

の
有
効
性
に
触
れ
る
判
断
が
見
い
出
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
つ
ま
り
、
従

嘘拒騨岬伊辨噸蔬歸鑪癖諏嚥鵠正殿鐸Ｌ巍溺糾肝”辨鰄鋺歯
は
指
揮
命
令
権
が
貸
主
か
ら
借
主
へ
醸
波
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
授
楠

さ
れ
た
か
の
判
断
は
、
労
働
者
派
遮
契
約
の
解
釈
に
よ
る
。
当
該
契
約

に
お
い
て
、
貸
主
が
労
働
者
の
復
帰
を
何
時
で
も
命
じ
得
る
旨
定
め
ら

れ
て
い
る
場
合
、
右
権
限
は
借
主
に
授
権
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
、

と
。三
お
わ
り
に
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ドイツのコンツェルン(Konzem)における企粟問人、異動の法理に関する基更的考察-中内

任
会
社
（
〔
肖
旨
出
）
の
四
～
五
割
ま
至
鋤
何
ら
か
の
形
で
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
に
所
属
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
多
数
の
企
業
が
、

経
営
上
か
な
り
密
接
な
関
係
を
そ
の
内
部
で
有
す
る
と
さ
れ
る
コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
と
結
合
し
て
い
る
以
上
、
経
営
的
に
菰
極
的
意
義
を
有
す
る
人

事
交
流
が
そ
れ
ら
の
塗
蜂
間
に
お
い
て
な
さ
れ
な
い
は
ず
は
な
い
、
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
以
下
の
よ
う
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
り
に
三

当
事
者
間
で
何
ら
か
の
紛
争
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
裁
判
所
に

持
ち
込
ま
れ
る
以
前
に
、
当
事
者
の
努
力
や
、
従
業
員
代
表
ま
た
は
労

働
組
合
の
関
与
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
「
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
の
実
施
に
際
し
て
、
三
当
事
者
間

の
権
利
義
務
関
係
が
明
確
に
約
束
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
当
該
人
事
異

動
が
か
な
り
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
、
と
。

来
の
判
例
で
は
、
少
な
く
と
も
本
稿
が
検
討
対
象
と
し
た
「
コ
ン
ッ
ェ
２
「
真
正
貸
借
労
働
関
係
」
と
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業

ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
の
三
当
事
者
間
の
私
法
上
の
法
律
“
間
人
事
異
動
』

（
“
）

関
係
に
つ
い
て
、
直
接
的
に
争
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
え
る
。
し
た
⑪
両
者
の
法
理
の
関
連
性

が
っ
て
、
判
例
が
当
該
関
係
に
つ
い
て
い
か
な
る
見
解
を
有
す
る
か
は
、
こ
こ
に
い
う
「
真
正
貸
借
労
働
関
係
（
の
。
辱
の
の
円
の
号
四
号
の
儲
己
関
，

残
念
な
が
ら
全
く
不
明
な
の
で
あ
る
。

冨
岸
已
切
）
」
と
は
、
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
と

と
は
い
え
、
判
例
の
か
か
る
状
況
は
、
右
人
事
異
動
が
実
務
上
そ
れ
同
様
に
、
三
当
事
者
が
登
場
す
る
ド
イ
ツ
の
労
働
法
律
関
係
の
一
つ
で

ほ
ど
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
な
い
｝
」
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、
「
労
働
者
送
出
企
業
（
貸
主
）
に
雇
用
さ
れ
る
労

る
。
今
日
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
株
式
会
社
の
七
～
八
割
、
有
限
資
働
者
が
、
主
と
し
て
当
該
送
出
企
業
の
下
で
労
働
に
従
事
し
つ
つ
、
労

受
入
企
業
の
下
で
一
時
的
に
就
労
す
る
際
に
生
じ
る
、
労
働
者
・
貸
主
・

借
主
の
三
当
事
者
間
の
関
係
」
で
あ
る
。
学
説
・
判
例
は
、
か
か
る
「
真

正
貸
借
労
働
関
係
」
に
つ
い
て
一
九
三
○
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
初

め
に
か
け
て
盛
ん
に
議
論
し
た
。

そ
の
醗
論
の
内
容
を
本
稿
が
注
目
し
た
論
点
に
即
し
て
抽
出
す
る

（
Ｗ
）

と
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
学
説
で
は
、
労
働
者
受
入
企
業
（
借

主
）
の
指
揮
命
令
権
限
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
当
該
企
業
と
労
働
者

と
の
間
に
労
働
契
約
関
係
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
権
利
譲
渡
、

委
任
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
、
授
権
、
あ
る
い
は
契
約
参
加
の

各
概
念
が
提
示
さ
れ
た
。
配
慮
義
務
・
忠
実
義
務
は
、
労
働
者
受
入
企

業
と
労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
を
負
担
す
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
の
法
的

根
拠
と
し
て
、
統
一
的
保
護
関
係
の
理
論
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
た
め

働
者
受
入
企
業
（
借
主
）
の
事
業
所
に
お
い
て
謝
働
調
の
不
凪
が
生
回

た
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
増
強
が
必
要
に
な
づ
祠
劉
合
回
勾
剃
、
当
該
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の
保
懲
効
を
伴
う
契
約
を
援
用
す
る
見
解
の
ほ
か
、
指
揮
命
令
権
限
の

行
使
に
基
づ
い
て
両
者
は
当
然
に
当
該
義
務
を
負
う
と
述
べ
る
見
解
も

存
し
た
。
ま
た
、
労
働
者
と
労
働
者
送
出
企
業
（
貸
主
）
と
の
労
働
契

約
関
係
は
存
続
す
る
。
ゆ
え
に
へ
当
該
企
業
は
労
働
者
に
対
し
て
、
賃

金
支
払
義
務
を
負
う
と
と
も
に
労
務
給
付
繭
求
権
を
有
す
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
学
説
に
対
し
て
、
判
例
は
、
賃
金
支
払
義
務
負
担

者
が
労
働
者
送
出
企
業
の
場
合
、
労
働
者
と
受
入
企
業
と
の
労
働
契
約

関
係
を
否
定
し
、
当
該
義
務
負
担
者
が
受
入
企
業
の
場
合
、
こ
れ
を
肯

定
す
る
立
場
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
か
か
る
判
例
理
輪
が
形

成
さ
れ
た
時
期
の
重
要
判
例
を
〈
表
１
〉
に
掲
げ
る
（
本
文
末
尾
参
照
）
。

右
の
記
述
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
真
正
貸
借
労
働
関
係
」
の
三
当
事

者
間
の
法
律
関
係
に
関
す
る
議
論
は
、
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業

間
人
事
異
動
」
に
登
場
す
る
三
当
事
者
間
の
法
律
関
係
に
関
し
て
前
記

一
一
で
持
ち
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
大
部
分
を
、
す
で
に
提
案
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
人
事
異
動
の
法
理
に
関
す
る
議
論
は
、

「
真
正
貸
借
労
働
関
係
」
の
法
理
に
関
す
る
そ
れ
、
と
り
わ
け
、
そ
の

学
説
に
お
け
る
議
論
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
踏
襲
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ

れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事

異
動
」
は
真
正
貸
借
労
働
関
係
の
一
形
態
で
あ
る
、
と
解
す
る
見
解
も

見
受
け
ら
処
墾
。

②
両
者
の
相
違
点
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
帰
結

し
か
し
な
が
ら
、
「
真
正
貸
借
労
働
関
係
」
と
、
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
に

お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
基
づ
い
て
生
じ
る
三
当
事
者
の
関
係
と

は
、
性
格
的
に
か
な
り
異
な
る
も
の
と
箪
者
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

両
者
は
、
表
１
記
載
の
事
実
お
よ
び
前
記
－
１
②
で
の
説
示
に
鑑
み
れ

（
⑬
）
．

ば
、
以
下
の
四
点
、
す
な
わ
ち
労
働
者
を
派
遣
す
る
目
的
、
借
主
（
労

働
者
受
入
企
業
）
の
下
に
お
け
る
労
働
者
の
就
労
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で

（
皿
〉

ある「｜時的」の迩麺、具体的に登場する労働者率（賞、王（労
働
者
送
出
企
業
）
と
借
主
と
の
経
営
上
の
結
び
つ
き
の
強
度
に
お
い
て
、

相
反
す
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
説
に
よ
っ
て
、
前
者
の
法
理
は
後
者
の
法

理
に
も
妥
当
す
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
学
説
の
か
か
る
判

断
は
次
の
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
、
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
労
働
法
、
と
り
わ
け
、
そ
の
学
説
で
は
、
「
労
働
者
」
・
「
労
働

契
約
上
の
使
用
者
で
あ
り
、
当
該
労
働
者
が
そ
の
下
で
主
と
し
て
就
労

す
る
貸
主
」
・
「
当
該
労
働
者
の
一
時
的
な
労
務
給
付
先
で
あ
る
借
主
」

の
三
当
事
者
が
登
場
し
た
場
合
、
例
え
ば
、
労
働
者
が
借
主
の
下
へ
派

過
さ
れ
る
目
的
、
労
働
者
が
借
主
の
下
で
実
際
に
就
労
す
る
期
間
の
長

短
、
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
の
地
位
、
貸
主
と
借
主
と
の
経
営
上
の
結
び

つ
き
の
強
度
と
い
っ
た
点
は
お
よ
そ
考
慮
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
は
、
①

当
該
三
者
間
に
は
原
則
的
に
労
働
者
と
貸
主
と
の
間
に
の
み
労
働
契
約

関
係
が
存
在
す
る
、
②
そ
れ
ら
三
者
間
の
法
律
関
係
は
、
当
該
労
働
契

約
関
係
を
基
軸
に
、
民
法
上
の
概
念
や
理
論
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

根
拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
二
つ
の
観
点
に
基
づ
い
て
、
当

4８
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該
三
当
事
者
間
の
法
律
関
係
を
把
握
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
、

と
。３
日
本
法
へ
の
一
不
唆

こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
議
論
は
、
わ
が
国
へ
い
か
な
る
示
唆
を
も
た
ら

す
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
そ
も
そ
も
、
ド
イ
ツ
の
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間

人
事
異
動
」
の
法
理
に
関
す
る
溌
論
の
紹
介
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
当
該
人
事
異
動
の
実
態
は
全
く
不
明
で
あ
る
一

方
、
わ
が
国
に
お
け
る
出
向
の
実
態
は
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｐ
本
稿
が
ド
イ
ツ
の
理
論
を
日
本
の

そ
れ
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
向
関
係
の
理
論
に
何
ら
か

の
具
体
的
な
提
案
を
な
す
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。と
は
い
え
、
以
下
の
二
点
は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
わ

が
国
の
多
数
学
説
お
よ
び
行
政
解
釈
は
、
出
向
労
働
者
と
出
向
先
と
の

間
に
何
ら
か
の
「
労
働
契
約
関
係
」
が
「
当
然
に
」
生
じ
る
と
解
し
て

い
る
。
原
則
的
に
貸
主
と
労
働
者
と
の
間
に
の
み
労
働
契
約
関
係
を
函

め
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
参
考
に
す
れ
ば
、
か
か
る
多
数
学
説
や
行
政
解

釈
に
対
す
る
疑
問
が
自
ず
と
わ
き
起
こ
っ
て
く
る
。
第
二
に
、
第
一
点

と
も
関
連
す
る
が
、
出
向
関
係
に
登
場
す
る
三
当
事
者
間
の
法
律
関
係

に
つ
い
て
今
後
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
出
向
労
働
者
と
出
向
元
と

の
間
に
の
み
労
働
契
約
関
係
が
存
在
す
る
」
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
た

法
律
構
成
が
、
以
前
に
も
ま
し
て
追
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ

（
弱
）

の
意
味
で
、
出
向
関
係
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
単
一
労
働
契
約
説
」
は
、

い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

４
今
後
の
課
題

本
稿
は
、
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
間
人
事
異
動
」
に
登
場
す

る
三
当
事
者
間
の
法
律
関
係
の
中
で
も
、
私
法
上
の
そ
れ
に
検
討
対
象

を
限
定
し
た
。
ド
イ
ツ
労
働
法
全
般
に
わ
た
っ
て
当
該
三
当
事
者
間
の

法
律
関
係
を
解
明
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
は
、
本
稿
が

取
り
上
げ
な
か
っ
た
、
と
り
わ
け
事
業
所
組
織
法
と
労
使
関
係
法
に
関

連
す
る
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
は
、
か
か
る
私
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
議
論
を
紹

介
し
た
に
留
ま
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
本
稿
は
、
そ
の
溌
論
が
い
か
な

る
実
務
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
ま
で
踏

み
込
む
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る

企
業
間
人
事
異
動
」
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
第
一
の
課
題
を
検
討
す
る
上
で
も
不
可
欠
な
作
業
と
い
え
る
。
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⑤ ③ ①

③
｜
塾
鑑
議
鵡
蝋
一
…

④ ②（
１
）
出
向
と
は
、
「
従
来
の
（
出
向
元
）
使
用
者
の
下
で
ぶ
労
働
者

身
分
を
保
持
し
た
在
籍
の
形
で
一
定
期
間
、
［
当
該
労
働
者
を
］

他
者
（
出
向
先
使
用
者
）
の
指
揮
命
令
に
服
さ
せ
る
措
置
」
で

あ
る
。
久
保
敬
拾
Ⅱ
浜
田
富
士
郎
『
労
働
法
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
”
一
九
九
三
年
）
三
一
一
一
六
頁
［
浜
田
］
。

（
２
）
三
つ
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
．
そ
の
第
一
腿
産
業
雇
用

セ
ン
タ
ー
が
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
余
工
雛
催
平
に
行
っ

た
「
出
向
の
実
態
等
と
今
後
の
あ
り
方
［
回
答
四
一
一
三
名
（
九

社
）
］
」
（
以
下
、
調
査
１
）
で
あ
る
。
第
二
は
、
関
西
経
営
者
協

会
が
一
九
九
○
（
平
成
二
）
年
に
行
っ
た
「
出
向
に
関
す
る
詞

劃

ラ
イ
ヒ
翻
判
所
判
決

一
九
四
一
一
生
九
月
二
○
日

ラ
イ
ヒ
哉
判
所
決
定

一
九
四
一
年
一
二
月
一
七
日

ラ
イ
ヒ
出
剖
皿
靭
罰
型
航
判
“
灰

ラ
イ
ヒ
当
臥
脚
鋼
罰
型
所
酊
鋸
吠

ラ
イ
ヒ
労
働
翻
刻
所
判
決

’
九
四
○
年
六
月
五
曰

’
九
三
八
年
四
月
二
七
日

｜
ユ
’
’
七
年
三
月
二
○
日

決

決

定

！
労

薔

＃ ！！
：
iｉ

1-4■

しり．

］同

趣
遮
股
会
社 ；

nｍ

：
賃

！； ：
主？？

国趣

；

貯
霜
金
庫

趣
b■

借占
〆
製
造
会
社

台
目
…
一： ｉｉｉ：
７ ？.？ 主
一
一
流
通
期
圃

約
一
カ
月

冨
刷
草
鎚
四

則
Ｉ

霧
数
年

霧

一
カ
月
ｒ

（
出
郷
型
舘
叫

串
凹
■

一顯故死｝ ？

査
［
回
答
二
八
○
社
］
」
（
以
下
、
調
査
２
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

「
の
調
査
結
果
の
要
旨
は
、
「
最
近
に
お
け
る
出
向
制
度
の
各
種
取

り
扱
い
実
態
を
み
る
」
労
政
時
報
一
一
一
○
二
七
号
（
一
九
九
一
年
）

四
二
頁
以
下
を
参
照
。
第
三
の
調
査
は
、
労
務
行
政
研
究
所
が

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
に
行
っ
た
「
高
年
齢
者
処
遇
に
関

す
る
総
合
実
態
調
査
［
回
答
二
四
一
社
］
」
（
以
下
、
調
査
３
〉

で
あ
る
。
こ
の
調
査
結
果
の
要
旨
は
、
「
不
況
下
に
お
け
る
高
年

齢
者
出
向
の
実
態
を
み
る
」
労
政
時
報
一
一
一
二
二
四
号
（
一
九
九

，
、
〆
五
年
）
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
３
）
ｆ
子
会
社
や
関
連
会
社
へ
の
出
向
鞭
調
査
１
で
は
約
七
六
％
、

Ｊ
調
査
２
で
は
約
八
四
％
、
」
調
査
３
で
は
約
七
六
Ⅲ
七
七
％
を
占

八
‐
め
る
ｐ
な
お
息
（
‐
稲
｜
調
査
２
に
よ
れ
ば
、
「
子
会
社
」
と
は
、
一
調
査
対

．
Ⅳ
象
会
社
が
資
本
の
過
半
数
を
出
資
す
る
会
社
、
「
親
会
社
」
と
は

，
鄙
調
査
対
象
会
社
の
資
本
の
過
半
数
を
出
資
す
る
会
社
翁
「
関
連
会

八
社
」
ど
ば
踵
調
査
対
象
会
社
が
資
本
の
二
○
％
を
出
資
寸
ろ
会

》
十
社
、
．
あ
る
い
は
調
謹
対
象
会
社
の
資
本
の
一
・
一
一
○
％
以
上
を
出
資

；
ず
句
会
社
密
、
、
壬
会
社
ま
だ
は
親
会
社
以
外
の
会
社
を
指
す
ｐ
・
・

（
４
）
調
査
２
に
鵠
れ
嘩
辨
出
向
期
間
を
予
捗
定
め
て
賦
息
会
社
は

げ
▲
』
■
ｒ

恥
ぱ
一
一
一
割
に
す
ぎ
・
鞍
い
が
、
出
向
の
都
度
そ
の
期
間
を
定
め
る
、
あ

い
・
・
る
い
は
随
時
出
向
を
終
了
さ
せ
る
と
回
答
し
た
会
社
は
、
六
割

了
椰
を
越
え
る
や
》
ザ
．
と
，
．
：
…
；

ロ
ユ
リ
■
●
■
ロ
ゼ
＋
■
ロ
Ｉ
Ｆ

（
且
）
呪
；
学
説
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
片
岡
具
『
労
働
法
②
［
第
一
一
一
版
］
酉

5０

⑤④ ③ ② の

ラーラ

醜Ｅｉ笹

蕊薯
自決：属

九ビ

ガ 雲 ：
層 宗

＃ iiiil
ii
ili
圏

…
撹

砿
麻
聰
歸
社
？

Ｒｎ

：

職
蒔
碧
罪
？

孤
股
急
社

狸
殴
今
揮
処
？

趣

： ：

国
軍
撒
間
？

… …

露
…
一

｜
霧 ;訂 霧 驚

幽

蔓
？

派
鰯
期
間
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（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
八
五
頁
。
行
政
解
釈
に
つ
い
て
は
、

労
働
省
職
業
安
定
局
編
著
『
改
訂
版
人
材
派
遣
法
の
実
務
解
叡

説
』
（
労
務
行
政
研
究
所
、
一
九
九
一
年
）
三
八
頁
Ｐ

（
６
）
渡
辺
裕
「
出
向
時
の
労
働
条
件
」
学
会
誌
労
働
法
六
三
号
（
一

ｔ
九
八
四
年
）
四
七
頁
Ｐ
現
在
も
、
”
か
か
る
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
変

、
化
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
Ｐ
．
，
鄙
・
１
．
１

（
７
）
ド
イ
ツ
株
式
法
・
一
八
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

’
八
条
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
お
よ
び
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業

「
⑬
｜
の
支
配
企
業
と
一
串
た
は
数
個
の
従
属
企
業
が
、
支
配

企
業
の
統
一
的
運
営
の
下
に
統
合
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
ら

の
企
業
は
》
｜
の
．
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
構
成
し
穴
当
該
各
企
業
は
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
で
あ
る
。
‐
企
業
間
に
支
配
契
約
（
二
九
一
条
）

が
存
在
す
る
へ
ま
だ
ほ
一
の
企
業
が
他
の
企
業
に
編
入
さ
れ
て

い
る
と
き
（
一
一
二
九
条
〉
、
当
該
企
業
は
統
一
的
運
営
の
下
に
統
（

合
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
（
第
三
文
以
下
お
よ
び
第
一
一
項

省
略
ご

邦
訳
条
文
は
く
慶
鵬
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
訳
・
『
西
独
株
式

法
』
（
慶
應
通
信
、
一
九
六
九
年
）
二
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
８
）
ド
イ
ツ
株
式
法
一
・
八
条
一
項
に
定
め
ら
れ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

・
は
、
「
垂
直
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
（
□
具
の
３
『
目
日
嗣
の
穴
・
日
日
。
）
」

と
呼
ば
れ
る
。
当
該
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
は
、
支
配
企
業
す
な
わ

ち
親
会
社
が
、
従
属
企
業
す
な
わ
ち
子
会
社
の
資
本
の
大
部
分
、

（
⑬
）
鯵
醐
附
鼈
津
鞠
謬
串
餌
嘔
甑
謁
昨
昭
ロ
》

§
の
】
日
の
目
の
己
ワ
円
］
四
の
の
目
日
日
【
・
日
の
目
目
］
；
、

（
９
）
両
■
岳
円
印
へ
国
囚
宍
穴
の
Ｈ
）
シ
Ｈ
す
の
】
日
の
可
日
日
の
曰
訪
の
己
目
、
目
□

団
①
風
の
房
円
閂
曰
回
す
の
劃
の
ｎ
房
の
匡
曰
【
・
目
の
日
田
夢
后
９
．
ｍ
・

酉娼、（の．国←『、．）・

（
Ⅲ
）
Ｎ
ａ
］
旨
の
ユ
伊
・
１
頁
Ｐ
Ｓ
の
】
（
円
の
Ｑ
〕
（
）
喝
・
少
且
・
）
］
①
旨
』
の
・
国
湯
山

（
ｕ
）
ヨ
『
９
の
【
》
□
四
ｍ
・
日
の
目
］
庁
の
目
の
時
ロ
の
房
『
の
Ｈ
厨
］
斤
日
の
｝
巴
侶
》

の
』
函
Ｐ
〕
←
Ｐ

（
⑫
）
労
働
者
派
遣
法
第
一
款
一
条
三
項
一
一
号
は
次
の
よ
う
な
規
定

で
あ
る
。

｜
条

「
③
こ
の
法
律
は
、
次
の
労
働
者
派
遣
の
場
合
、
こ
れ
を
適

用
し
な
い
。

二
号
省
略
）
‐

２
株
式
法
一
八
条
に
い
う
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
が
、
同
一
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
属
す
る
他
の
企
業
に
お

い
て
一
時
的
に
労
務
を
給
付
す
る
と
き
。
」

あ
る
い
は
そ
の
相
当
鞭
割
合
を
所
有
す
る
な
ど
の
手
法
陣
よ
つ

６
●

て
、
当
該
子
会
社
の
経
営
に
極
め
短
大
き
な
影
響
力
を
与
え
で

の
程
度
如
何
に
つ
い
て
は
、
同
法
二
九
一
条
以
下
を
参
照
。

い
る
。
か
か
る
影
響
力
を
与
え
る
具
体
的
手
法
や
そ
の
影
響
力
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函
］
庭
（
の
．
巴
乞
）
》
宛
屋
昏
の
『
⑩
ヘ
ロ
ロ
丙
丙
の
円
．
ｐ
・
口
・
○
・
》
の
．
＄
函
一
国
シ
の

」
堕
凹
ｚ
『
・
画
目
》
』
し
ロ
の
．

（
ｕ
）
出
目
⑩
、
一
の
『
》
□
四
ｍ
シ
『
す
の
】
扇
ぐ
の
尽
日
、
旨
】
【
○
日
の
日
）
】
・
田
》
、
，

田
》
シ
自
四
『
（
の
。
の
一
四
・
四
・
○
・
》
の
．
■
］
←
『
Ｊ
ｍ
Ｂ
Ｅ
ｐ
冒
函
の
『
へ
宛
行
汀
四
引
臼
》

国
の
、
》
局
・
缶
巨
酉
・
壹
巳
＄
》
ご
○
『
ず
の
日
樹
巨
》
ｓ
］
球
”
』
日
・
＄
四
割

宛感岳の『⑫へ団四弄弄の『》四’四・○・・ｍ・画一霞と函ｇ》ごくのすのい四．、．。．・
の
。
届
『
【
・
ぐ
ぬ
一
．
ご
「
ヨ
ユ
豆
、
己
の
Ｈ
・
星
点
す
の
】
厨
『
の
ｏ
耳
ヨ
］
【
○
日
の
目
》

吟
』
函
Ｐ
の
。
『
四
ｍ
。
＠
ロ

（
逓
）
畠
富
岳
の
『
、
一
国
島
六
の
『
》
四
・
四
○
，
．
ｍ
・
農
。
，
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
Ⅱ

ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
株
式
会
社
の
労
働
契
約
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
本
文
に
掲
げ
た
ヨ
ン
ッ
ェ
ル
ン
留
保
」
条
項
の
原
文

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

□
伊
国
‐
」
百
ヶ
囚
扇
ぐ
の
『
［
＆
ぬ
の
凶
顛
の
Ｈ
山
・

「
□
一
の
□
田
国
丘
の
ロ
堅
斤
の
－
９
ぐ
。
Ｈ
・
ロ
の
口
冨
一
国
『
ず
の
一
【
の
『
の
ロ
蕨
ｐ
Ｈ
の
‐

ｎ
ｐ
ｍ
ｐ
Ｑ
㈲
の
一
の
冒
口
、
の
回
巨
ロ
ロ
句
騨
嵐
、
穴
の
拝
の
二
日
岸
の
旨
の
『
四
口
ｑ
の
１

円
①
ロ
日
〕
胃
員
の
『
の
⑪
、
の
」
の
の
ど
員
の
『
口
の
ケ
ョ
の
ど
の
］
一
の
、
①
ｐ
Ｑ
の
ロ
円
陣
侭
‐

澪
①
拝
目
ワ
の
耳
回
巨
の
口
・
□
の
『
ぐ
。
【
ず
の
声
四
一
芹
の
『
の
可
の
、
寓
巴
、
夛
四
ロ
、
屋

四
巨
開
の
旨
の
国
の
、
◎
ず
麗
斤
一
ｍ
Ｅ
ｐ
ｍ
ｍ
ｐ
の
曰
の
曰
ロ
ロ
ロ
の
『
の
ロ
。
『
【
四
一
の

巨
貝
の
『
凶
【
【
円
】
い
の
ロ
ロ
ロ
員
。
●
①
Ｈ
ｄ
の
】
の
旨
の
『
目
。
、
宮
の
『
ぬ
の
⑪
の
一
］
‐

円
す
山
津
。
円
□
旧
四
・
」

（
略
）
国
し
Ｐ
シ
勺
室
『
』
臣
ロ
ロ
ｚ
『
’
公
凶
巨
》
骨
【
の
ロ
ゴ
の
巴
ｓ

【
ｏ
日
の
目
．

（
Ⅳ
）
幻
巨
昏
の
厨
、
国
四
房
の
『
》
四
・
四
・
○
・
》
の
．
患
］
・

（
咽
）
民
法
三
一
五
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

一
一
二
五
条

「
⑪
契
約
の
一
方
当
事
者
が
給
付
を
確
定
す
る
場
合
、
当
該
確

定
は
、
疑
わ
し
い
と
き
、
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
す
る
。
」
（
第
二
項
以
下
省
略
）

邦
訳
条
文
は
、
椿
寿
夫
Ⅱ
右
近
健
男
編
『
ド
イ
ツ
憤
権
法
総

論
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
）
二
○
○
頁
［
今
西
康
人
］

を
参
照
。

（
四
）
言
ご
号
】
、
匡
の
『
》
陣
・
Ｐ
Ｐ
の
・
・
黒
・

（
別
）
冒
昏
の
『
⑩
へ
ｍ
四
房
円
》
四
・
四
・
Ｐ
の
．
弓
黒
・
巫
尋
の
す
、
い
：
．
Ｐ
の
。

②
図
揖
｛
・

（
、
）
『
ぬ
一
・
の
国
巨
曰
昌
滞
円
へ
国
、
ず
日
日
》
口
．
四
・
○
・
》
ぐ
ｏ
３
の
日
目
》

己
屋
召
日
・
＄
黒
・
唖
急
旨
号
｛
ｎ
屋
の
『
》
四
・
四
・
Ｐ
の
．
】
巴
・
》

宛
働
＆
円
の
へ
国
鳥
丙
の
Ｈ
》
ロ
・
ロ
・
○
・
》
ｍ
・
呂
酉
・

（
犯
）
四
の
目
脇
］
の
『
》
四
・
四
・
○
・
》
の
．
、
Ｐ
Ｓ
【
・

（
翌
連
帯
俄
権
の
概
念
は
、
民
法
四
二
八
条
以
下
に
そ
の
定
め
が

あ
る
。

四
二
八
条

「
数
人
が
一
個
の
給
付
を
爾
求
で
き
る
権
利
を
有
す
る
場
合
に

お
い
て
、
各
人
が
全
部
の
給
付
を
購
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
憤

務
者
が
一
回
限
り
の
給
付
を
行
う
と
き
は
（
連
帯
償
権
者
）
、
償
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（
配
）
民
法
二
四

務
者
は
、
任
意
に
各
憤
権
者
に
対
し
て
給
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
（
第
二
文
省
略
）
」

邦
訳
条
文
は
、
椿
Ⅱ
右
近
編
・
前
掲
轡
四
○
五
頁
［
寺
田
正

春
］
を
参
照
。

（
皿
）
屏
用
『
へ
の
呂
旦
烏
の
ｓ
巳
□
『
８
頁
国
四
己
閂
》
缶
］
］
‐

周
曰
囚
己
の
『
目
の
一
一
》
日
の
―
―
ず
目
□
口
．
、
．
シ
貝
］
・
》
］
・
鼠
の
・
四
＄
．

（
妬
）
四
目
脇
一
目
§
・
Ｐ
ｍ
・
硬
顛
・

（
妬
）
局
］
の
。
、
温
の
一
へ
冨
・
］
（
因
○
厘
国
目
。
閂
》
局
・
少
巨
博
》
巳
貫

く
。
『
管
断
固
日
・
旨
砕
冨
冒
８
８
円
【
○
日
目
の
ロ
国
『
日
日

団
の
ロ
ー
【
『
四
目
臼
》
国
目
Ｑ
］
》
四
・
缶
昌
・
』
ｇ
四
・
ぐ
◎
愚
］
余
目
日
’

民
．
》
Ｐ
囚
『
の
日
・
筐
一
ｍ
の
己
の
ご
円
弓
の
一
一
□
Ｂ
Ｑ
の
巨
厨
８
８
国
爵
、
円
’

胃
冨
巨
閃
の
呂
厨
》
『
。
シ
昌
一
・
亨
皀
＄
》
の
．
呂
威
．
。

（
”
）
解
雇
制
限
法
一
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

一
条
社
会
的
に
不
当
な
解
雇

「
⑪
同
一
の
事
業
所
ま
た
は
企
業
に
お
い
て
、
六
カ
月
を
越
え

て
継
続
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
対
す
る
解
約
告
知
は
、
当

該
解
約
告
知
が
社
会
的
に
不
当
で
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
無
効
と

す
る
。
」
（
第
二
項
以
下
省
略
）

邦
訳
条
文
は
、
労
働
省
労
働
統
計
調
在
部
網
著
『
外
国
労
働

法
全
轡
』
（
労
務
行
政
研
究
所
、
一
九
五
六
年
）
四
六
七
頁
を
参

照
⑥

一
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

二
四
二
条

，
「
価
務
者
は
、
取
引
慣
行
を
顧
慮
し
信
義
誠
実
に
か
な
う
よ
う

に
、
給
付
す
る
義
務
を
負
う
。
」

邦
訳
条
文
は
、
椿
Ⅱ
右
近
綴
・
前
掲
轡
七
頁
［
田
中
克
志
］

を
参
照
。

（
羽
）
冒
囚
『
冨
口
、
》
四
・
四
・
○
・
・
ｍ
・
曽
含
》
宛
ご
ｇ
の
厨
へ
国
鳥
丙
の
Ｈ
》
四
・
四
・
○
・
》

の．ｐの黒・》ごくのす、『・画・口。。．》の．←図］〔（・

（
釦
）
ロ
。
］
］
ロ
の
『
へ
Ｐ
Ｃ
『
一
目
》
四
・
四
・
○
・
・
ｍ
・
］
患
【
・
一
ｍ
ｎ
ｐ
ｍ
巨
戸

少
忌
凰
厨
『
の
、
耳
、
’
四
四
口
』
ず
Ｅ
Ｃ
彦
壹
『
・
一
宮
ロ
・
》
巳
巴
》
の
．
Ｅ
、
【
・

（
皿
）
の
国
巨
＆
口
困
の
『
ヘ
幻
－
，
ヶ
四
『
＆
》
四
・
四
・
○
・
．
ぐ
日
す
の
日
田
ロ
四
ｍ
Ｅ
魚

肉
。
。
『
．
、
四
一

（
犯
）
民
法
六
一
三
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

六
一
三
条

「
労
務
給
付
義
務
者
は
、
疑
わ
し
い
場
合
、
自
ら
労
務
を
給
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
務
給
付
爾
求
権
は
、
疑
わ
し
い
場

合
、
こ
れ
を
鰻
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

邦
訳
条
文
は
、
右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
契
約
法
』
（
三
省

堂
、
’
九
九
五
年
）
三
八
一
頁
［
青
野
博
之
］
を
参
照
。

（
鋼
）
民
法
一
一
一
二
八
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

三
二
八
条

「
⑪
契
約
に
よ
り
、
第
三
者
が
給
付
を
購
求
す
る
権
利
を
直
接

に
取
得
す
る
効
力
を
も
っ
て
、
第
三
者
に
対
す
る
給
付
を
定
め
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る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
第
二
項
省
略
）

邦
訳
条
文
は
、
椿
Ⅱ
右
近
編
・
前
掲
書
一
一
三
四
頁
［
床
谷
文

雄
］
を
参
照
。

（
鋼
）
薗
］
・
ミ
ご
旦
亘
、
ご
ｇ
Ｐ
ｍ
・
Ｐ
の
．
ｇ
》
ヨ
げ
す
円
．
、
’
四
・
Ｐ
の
．

患
戻
ヴ
ィ
ン
ト
ビ
ッ
ヒ
ラ
ー
と
ヴ
ェ
ー
パ
ー
自
身
は
「
譲
渡

説
」
あ
る
い
は
「
授
権
説
」
を
支
持
し
て
い
る
の
で
、
あ
く
ま

で
も
か
か
る
構
成
が
可
能
で
あ
る
旨
を
指
摘
す
る
に
留
ま
る
。

（
弱
）
夛
『
旨
（
ザ
局
匡
の
Ｈ
・
ロ
・
ロ
・
○
・
》
ｍ
・
函
黛
・
引
河
感
昏
円
⑩
へ
国
鳥
丙
の
Ｈ
》
四
・
四
，

Ｐ
の
・
画
『
潔
》
夛
「
呂
曾
》
餌
・
回
・
Ｐ
の
。
』
閏
も
っ
と
も
、
彼
ら
に
よ

れ
ば
、
か
か
る
権
限
の
「
譲
渡
」
も
あ
り
得
る
の
で
あ
り
、
「
穣

渡
」
か
「
授
権
」
か
の
判
断
は
、
労
働
者
派
遣
契
約
の
解
釈
に

よ
る
。

（
妬
）
⑫
国
且
旨
い
の
Ｈ
Ｂ
】
目
の
Ｈ
》
国
の
因
》
眉
・
樺
貝
］
・
》
］
①
己
》
ぐ
。
号
の
Ｂ

２
》
］
Ｅ
宛
曰
冒
・
呂
句
、
。
円
い
の
］
へ
Ｐ
Ｓ
威
四
］
》
国
の
国
・
国
目
。
閂
．

］
画
・
缶
具
｝
・
》
］
①
貫
く
。
Ｈ
牢
屋
←
召
員
路
》
昌
冒
目
日
日

，
【
○
日
目
の
具
閂
２
日
固
の
国
へ
の
、
胃
画
日
日
国
四
目
得
》
』
・
拷
貝
］
，
》

］
＄
山
壹
ぐ
日
》
］
霞
宛
ユ
ヨ
・
韻
凍
・

邦
語
文
献
は
、
遠
田
新
一
「
授
権
」
末
川
博
編
集
代
表
『
民

事
法
学
辞
典
上
巻
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六
○
年
）
八
八
四
頁
、

舩
保
不
二
雄
『
財
産
管
理
権
論
序
説
［
復
刻
版
］
』
（
有
信
堂
、

一
九
九
五
年
［
初
出
一
九
五
四
年
己
二
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
師
）
ミ
ゴ
旦
亘
Ｏ
三
の
『
．
、
．
ｍ
・
Ｐ
の
．
ｍ
魚
．

（
犯
）
ご
「
の
す
の
Ｈ
》
四
・
四
・
○
・
章
印
・
山
仁
耐
韻
『
閑
・

（
鍋
）
帛
臼
昏
曾
、
へ
因
島
屍
の
Ｈ
》
四
・
四
・
○
・
》
の
．
函
曽
・

（
釦
）
○
四
コ
日
一
ｍ
》
し
局
口
巨
、
ゲ
ミ
の
、
の
ｐ
ご
己
○
ｍ
葺
く
の
Ｈ
ぐ
の
『
（
日
胸
、
ぐ
の
Ｈ
‐

］
①
蘭
ｐ
ｐ
ｍ
二
一
』
ロ
。
》
》
の
、
ロ
巨
厨
ご
国
『
丙
ロ
ｐ
ｍ
ｍ
ｐ
Ｒ
Ｃ
国
辱
の
Ｈ
ご
す
囚
已
。
｝
旨
‐

毬
、
の
曰
く
の
円
斤
風
碩
の
Ｐ
］
Ｎ
ご
＄
・
の
・
萄
切
・

カ
ナ
ー
リ
ス
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
例
え
ば
奥
田
昌

道
「
契
約
法
と
不
法
行
為
法
の
接
点
」
舩
保
不
二
雄
先
生
還
暦

記
念
『
民
法
学
の
基
礎
的
課
題
中
』
（
有
斐
閣
、
’
九
七
四
年
）

二
○
七
頁
、
と
く
に
二
四
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
虹
）
厨
］
・
閃
珪
岳
閂
、
へ
国
、
宍
宍
の
Ｈ
》
四
・
■
○
・
一
ｍ
・
画
巴
・
も
つ
と
も
、
リ

ュ
ー
タ
ー
ス
ら
は
、
「
統
一
的
保
謹
関
係
」
の
理
論
を
支
持
す
る

の
で
、
か
か
る
法
律
構
成
が
成
立
す
る
可
能
性
を
言
及
す
る
に

す
ぎ
な
い
。

（
蛆
）
Ｐ
閂
の
ロ
国
》
Ｐ
の
同
ワ
ロ
ロ
ロ
ロ
の
⑪
の
。
ｐ
巳
ｐ
Ｈ
の
○
茸
、
》
国
■
ロ
旦
肖
》
Ｅ
・

鈩
巨
酋
・
・
邑
田
菫
の
．
圏
黛
・
》
言
．
已
口
ｇ
ｍ
ｐ
の
Ｒ
【
○
日
目
の
ロ
白
『
Ｎ
Ｅ
日

国
の
国
へ
○
○
耳
愛
国
］
。
》
国
四
口
○
唾
》
】
弓
Ｐ
》
圏
函
幻
９
日
・
窒
或
・
》

、
白
巨
＆
□
ぬ
の
ユ
病
。
。
ｐ
穴
国
の
因
》
届
・
し
色
色
・
》
］
・
田
・
『
。
『
ず
ｇ
］
い
巨

宰
呂
函
魚
肉
□
日
・
『
切
顛
，
》
の
。
の
洞
巴
へ
困
凹
。
＆
ご
鯨
国
の
因
》
国
口
ご
ロ
ロ
》

旨
・
レ
ロ
酉
・
》
巴
ｇ
・
レ
ロ
ロ
》
患
⑭
”
○
二
『
・
］
感
》
国
の
国
ぐ
。
日
切
・
届
・

后
忠
・
Ｚ
］
『
「
】
や
巴
亨
忌
忌
Ⅲ
］
Ｎ
巳
③
Ｐ
届
蠕
’

ラ
ー
レ
ン
ッ
の
見
解
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
例
え

ば
奥
田
・
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
田
上
富
信
「
契
約
の
第
三
者
に

、
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ドイツのコンツェルン(Konzem)における企粟問人駆異動の法理に閲する基硬的考察－中内

対
す
る
効
力
」
遠
藤
浩
ほ
か
監
修
『
現
代
契
約
法
大
系
第
一

巻
現
代
契
約
の
法
理
⑪
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
一
一
年
）
一
○
三

頁
以
下
を
参
照
。

（
鯛
）
冒
讐
の
厨
へ
国
囚
冨
目
：
．
。
。
】
の
・
弓
潔
・
》
二
８
の
『
》
：
，
Ｐ
の
・

四画■０

（
“
）
少
な
く
と
も
筆
者
が
探
索
し
た
限
り
、
か
か
る
判
例
を
見
い

出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
妬
）
向
日
日
の
１
９
へ
の
。
目
目
⑩
Ｓ
①
ご
》
【
◎
日
の
円
日
の
ｎ
頁
四
・
シ
貝
一
・
》

』
垣
、
Ｐ
の
』
国
・

（
妬
）
柱
②
の
鬮
杢
２
に
よ
れ
ば
、
出
向
を
実
施
し
て
い
る
会
社
は

六
割
を
越
え
る
。
そ
の
目
的
の
第
一
位
は
、
出
向
先
会
社
の
経

営
指
導
等
（
六
六
％
）
、
第
二
位
は
、
会
社
間
の
関
係
強
化
（
約

四
七
％
）
で
あ
る
。
調
査
３
で
は
、
出
向
を
実
施
す
る
会
社
は

約
八
七
％
に
及
ぶ
。
そ
の
目
的
の
順
位
は
調
杢
２
と
同
様
、
経

営
指
導
等
（
約
八
七
％
）
、
会
社
間
の
人
事
交
流
（
約
五
○
％
）

で
あ
る
。

わ
が
国
の
出
向
で
さ
え
右
の
結
果
で
あ
る
。
ま
し
て
、
わ
が

国
の
「
企
業
グ
ル
ー
プ
」
よ
り
も
は
る
か
に
そ
の
結
合
度
が
強

い
と
想
像
さ
れ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
内
部
に
お
い
て
は
、
経
営

指
導
や
人
事
交
流
の
た
め
に
労
働
者
が
企
業
間
を
移
動
す
る
可

能
性
は
、
出
向
の
場
合
よ
り
も
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
仰
）
箪
者
は
す
で
に
、
真
正
貸
借
労
働
関
係
に
関
す
る
学
説
お
よ

ぴ
判
例
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
別
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ

る
。
拙
稿
「
ド
イ
ツ
労
働
法
に
お
け
る
真
正
貸
借
労
働
関
係
の

法
理
」
季
労
一
七
八
号
（
一
九
九
六
年
）
一
二
八
頁
以
下
、
と

り
わ
け
学
説
・
判
例
の
識
鑑
を
総
括
し
た
一
四
一
頁
以
下
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
妃
）
国
の
ロ
冊
］
円
．
四
・
四
・
○
・
．
印
・
巴
引
困
匡
昏
の
日
へ
国
口
宍
屏
の
Ｈ
》
ｍ
Ｐ
Ｐ
ｍ
・

函
薗
『
Ｎ
●
一
一
コ
の
『
へ
Ｆ
ｏ
ユ
厨
晉
四
・
四
・
○
・
雪
の
．
ｇ
Ｐ
山
已
【

（
鯛
）
前
者
に
お
け
る
そ
の
目
的
は
、
当
該
関
係
の
意
義
の
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
ン
の
部
分
に
注
目
す
れ
ば
、
経
営
上
極
め
て
消
極
的
意

味
を
有
す
る
に
留
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
そ
れ
は
、

本
文
－
１
②
の
具
体
例
〈
子
会
社
の
設
立
に
伴
う
配
掻
）
が
示

す
よ
う
に
、
積
極
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

（
辺
前
者
に
お
け
る
そ
の
意
義
は
、
表
１
を
み
れ
ば
、
文
字
ど
お

り
「
短
期
間
」
の
意
味
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
そ
れ

は
、
本
文
－
１
②
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
時
間
的
要
因
を
重
視

し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
Ⅱ
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
株
式
会
社

で
は
、
借
主
の
下
で
の
就
労
期
間
は
、
最
長
五
年
と
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
旨
一
・
冒
昏
の
日
へ
因
四
房
円
『
：
。
。
．
》
の
・
西
乞
‐

訂
）
前
者
に
お
け
る
労
働
者
像
は
、
表
１
に
よ
れ
ば
、
専
ら
「
現

業
労
働
者
（
シ
『
ず
の
一
訂
『
）
」
で
あ
る
。
後
者
の
そ
れ
は
、
「
幹
部
靴

風
」
の
よ
う
で
あ
る
（
本
文
－
１
②
）
。

（
記
）
表
１
に
よ
れ
ば
、
前
者
に
お
け
る
貸
主
Ｉ
借
主
間
の
経
営
上
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［
付
記
］
本
稿
は
、
’
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
お
よ
び
一
九
九
六
（
同

八
）
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

面
）
例
え
ば
、
渡
辺
・
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
土
田
道
夫
「
労
働
者

派
遣
法
と
労
働
契
約
関
係
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
三
三
○
号
（
’

九
八
六
年
）
三
九
頁
、
松
崎
隆
「
出
向
」
労
経
速
一
二
七
五
号

（
一
九
八
七
年
）
二
一
頁
、
馬
渡
淳
一
郎
『
三
者
間
労
務
供
給

契
約
の
研
究
』
（
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）
七
五
頁
以

下
｡

者
に
お
け
る
当
該
関
係
は
、
本
文

な
り
強
度
な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

の
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
他
方
、
後

者
に
お
け
る
当
該
関
係
は
、
本
文
－
１
②
で
み
た
よ
う
児
か

（
な
か
う
ち
さ
と
し
）
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